
 

 

 

６月４日～６月１０日は「歯と口の健康週間」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①  熱中症対策を行う必要のある部活はどれ？ 
 

Ａ 屋外運動部    Ｂ すべての運動部   Ｃ すべての部活動 

 

 

 

 
 

② 熱中症の症状が見られたとき、冷やすところはどこ？ 
 

Ａ 首と手足の付け根 

Ｂ 胸とおなか 

Ｃ 手足と指先 
 

 

③ 部活動中に熱中症の症状が出たが、回復した。その後の対応はどうする？ 
 

Ａ 活動に戻る  Ｂ 見学する  Ｃ 早退して医療機関へ行く 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年６月５日 

津田沼高校保健室 

 

【答えと解説】 

① 答えは ○Ｃ  直射日光が当たらない屋内、または運動以外の活動 

をしていても、熱中症になる可能性があり、対策はかかせません。 

② 答えは ○Ａ  首や手足の付け根には太い血管が通っています、 

そこを重点的に冷やすことで全身の温度を効率的に下げることが 

できます。 

③ 答えは ○Ｃ  いったん回復しても、時間がたってから様態が急変 

することがあります。念のために、医療機関で診察を受けましょう。 

 

口臭予防には 

唾液が大事！！ 
寝て起きたときや緊張

している時には、口臭が

強くなります。実はこれ

はすべて唾液の分泌量

が減っている状態です。

分泌量が減ると口内に

細菌が増え、口臭の原因

物質が作られてしまうからです。 

 

 

教室掲示 


